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通知表「あゆみ」について    
 

梅雨の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より

成瀬小学校の教育活動にご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 

さて、成瀬小学校では、各学期末に通知表「あゆみ」を作成し、児童の学校生活の様子をお知らせする

とともに、児童の今後の励み「成長のあゆみ」となることを願って各ご家庭にお渡ししています。 

  つきましては、学習指導要領の改訂に伴い、「あゆみ」の形式を変更しました。その変更点についてお

知らせします。 

 

１．学習の評価について 

 学習指導要領の目標に照らし、各教科で身につけさせたい内容をいくつかの観点にまとめ、児童一人一

人の学習の実現状況を評価します。評価は、ノートや発表、作品や授業での様子にペーパーテストを加味

するなど、様々な視点で評価していきます。 

 実現状況は、◎：十分な到達、〇：おおむね到達、△：努力してほしいの３段階で示しています。集団

の中の位置を示した相対評価ではなく、学習したことがどこまで身についたかをお知らせするものです。       



「学習評価」は、今後どのような観点で学習に取り組んでいけばよいかを考えるための資料の一つとし

ていただきたいと思います。なお、今年度の学習指導要領の改訂に伴い、どの教科も評価の観点は「知識･

技能」「思考･判断･表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つとなりました。 

 

２．家庭への連絡欄について 

 今年度より、この欄には学習や生活面についての記述に加え、「特別の教科 道徳（全学年）」「外国

語活動（3･4年生）」「総合的な学習の時間（3･4･5･6年）」について記載していきます。 

学習や生活面について 

 児童の良さや成長したところ、がんばりの様子、本人への励ましやアドバイス、ご家庭への連絡などを

記入しています。ご家庭でも児童と一緒に振り返りをし、学習や活動などをがんばるきっかけにしていた

だきたいと考えます。 

特別の教科 道徳 

 道徳では、児童が教科書の教材や体験などをもとに、主体的･対話的に「考え合うこと」を通して道徳

性を育んでいきます。評価については、児童の成長を積極的に受け止め、励ます個人内評価です。一年間

をまとめた評価として、記述により3学期にお伝えします。 

外国語活動（3･4年生） 

 3･4年生は「外国語活動」を行います。外国語によるコミュニケーションにおける見方･考え方を働か

せ、外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る素地となる資質･

能力を育成することを目指します。評価については、一人一人の学習状況を記述により 2 学期にお伝え

します。（5･6 年生は「外国語活動」が「外国語」という教科になりました。他の教科と同様に◎･〇･

△の３段階でお伝えします。） 

総合的な学習の時間（3･4･5･6年） 

 総合的な学習の時間は、探求的な見方･考え方を働かせ、横断的･総合的な学習を行うことを通して、よ

りよく課題を解決し、自己の生き方を変えていくための資質･能力を育成することを目指しています。評

価については、一人一人の学習状況を記述により２学期にお伝えします。 

 

３．令和２年度の「あゆみ」について 

今年度は、「感染症対策の臨時休業」後の措置を踏まえ、例年は２学期に行っている個々面談を７月に

実施し、児童の学校での生活の様子や学習状況を保護者の皆様に直接お伝えするとともに、臨時休業中を

含めた児童のご家庭での様子を伺う機会を設けます。 

（詳しくは、「令和２年度個々面談（７月）のお知らせ」をご覧ください。） 

なお、1，2学期を通した評価等を記載した「あゆみ」につきましては、２学期終業式後にお渡しする

予定ですのでご了承ください。 

学習指導要領について、くわしくは文部科学省のサイト『学習指導要領「生きる力」』

（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/）に記載されています。 


